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性 油+臨 基 性油)の 比 は増 大 して くる・又70%以 下 で は抽 出力は甚 だ小 さい.こ の結果 よ り大

醗80%程 度 が適 當で あ ることが認 め られ た・更に この濃度 の含水 「メタ ノール」 を用ぴ溶剤量

を墾 化 させ て抽 出 を行 ぴ,試 料 に封 し約 倍量の溶 剤 を使用 すれば 充分 好結果が 得 られ ることが

明か となつた.以 上 の結 果 を簡 軍 に纒 めて下表 に示 した・

  圖  表

  試  料(wt%) 100100100100100100100100100、100

  重容  齊il 量 (")        50    50    50    50    50    50    50   50   1GO   200

  flメタ ノeル 」 濃度(")100  95'  90  85  80  70  60  80  80  80

  抽 出 油(wt%) 85 58 50 42 39 23 939・40 42
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  精  製  訓由 (wt%)      15   42   50   58   61   77   91  61   60   58
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 低温 「タール」よ り内燃機關用燃料を製造するに際 し,問 題となるのは,酸 性油の申性油化

で あつて,こ の事に關 しPhenol及 日産液膿燃料株式會肚製低温 「タール」粗中油 を試料とし
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て,MoOl鰯 媒 及Fe OOHを 用 びて常歴 接鰐還 元試験 を行 ひ, Phenolよ りは約gO%の 牧 量 を

もつてBenzolを 得 た ので あ る・以上 は前 に爽表 した虚で あるが,次 に其 の反慮機構 の一端 を究

明 す る目的で,實 験 室で調製 したPhenetolを 試 料 とし, M。%鰯 媒 に依p,同 檬 に常厘 接鯛還

元試験 を行 つた.騰 條件 と してはitez Ph,n・1に 封 して決 楚 した動 もの を用ぴた.、 鵬 反

慮 温度450。C・,液 察間速度0.2,水 素 鼠は理論量 の約8倍 と した ・ 生成物 を精 溜 した結 果,

Pheneto1よ り理論量 の約8%のBenzolを 得 たが,他 は未 反慮 のPhenetolで あつた ・1)henetoI

は熱 的 にPhenolよ り安定 と考へ られ, P. SabatierはThO,鯛 媒 を用ぴ420。Cに 於てPheno1

とAlcohc)1よ りPhenetolを 合 成 して ゐる事 か らして,反 慮 温度 を更 に高 め,500。Cで 同一條

件 に依 り試験 した.こ の揚 合 のBenzolの 牧 量 は約15%に 向上 した ・Ethylalcoholの 存在 は確

認 出來 なか つたが,若 干 の水の生成 とEthy]eneの 生 成 を認 めた事 よ り,こ の際 の反慮 は次 の

如 く進行 す る ものと考へた.
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 次 に低温 「タール」中の簿基'性汕 に關 し,上 記の如 き常屡 水素 添加分解 過程 に於て,Pyridin,

Anilinが 如 何 な る反慮 を行 ふか を明か にする 目的で, Fe, Ni, Co, Cr, Cu, Th, W, Zn, Mn,
  ノ

Snに つ いて試験 した ・Pyridinは 何 れ の燭媒 に依 つて も400～500。C,液 室 間速 度0.2～0.4,水 一

素 量理論 量の6～7倍 程度 の反鷹條件では 中性湘 を全然 與へ なかつ た・AnilinはFe賜 媒 に依

り同程 度の 反癒 條件 に依 り,容 易に中性油 を與へ,そ の中性油 はBenzolで,牧 量は理論量 の

76%に 達 した・Feの 他 に 中性 油を生成 した燭媒 は, Co, Cr, Mo, Niで あ るが,牧 量 は遙 か に

少で あ り,他 は全然 中性油 を與 へなかつた.

 先 にPhenolの 常 歴接鱗還 元用燭 媒 としてMo系 以 外にFe系 脚 媒 を得 た ので あるが, FeOOH

及Fe203が ・M oO,に 和 常す る活性 を有 するに反 し, Fe(OH)3は 全 然活 性 を示 さなが つた.又

FeOO H, Fe203の 二者 は強力 な接 鯛作 用 を有 し,生 威油 中に はPhenQ1を 殆 ん ど淺 さぬ程 で あ

るが,分 解 反慮 を生起 する傾向 を有す る もので ある.帥 ち,生 成油 のBenzol含 量.は殆ん ど100

%で あ るが,瓦 斯化 の傾 向が大 で生成Benzolの 鼠 は理論量 の40%位 の ものであ る・ この鮎 の
    、

改 良 を 目的 と してFe203に 適 當 な添加物 を加へ てそ楚來 の方法 に依 り試 験 した結果, Fe-Cr一 珪 藻

rlt(20:5:75の 酸 化物)燭 媒 に依 り生成油 巾のBenzo193,8%, Benzolの 理 論牧 竜68.3%な る

好成績 を牧 めた ・
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